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理
事
長
　
佐
分
利
　
正
彦

わ
た
し
の
手
許
に
、古
い
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
ま
す
。

私
の
誕
生
か
ら
満
三
歳
頃
ま
で
の
写
真
が
そ
こ
に
は

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。私
の
父
が
撮
っ
て
く
れ
た
も
の

で
、二
眼
レ
フ
と
い
う
今
日
で
は
見
か
け
る
こ
と
も
な

い
写
真
機
で
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、写
真
の

い
く
つ
か
に
母
の
字
で
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）の
４
月
で
す
。す
で
に
日

中
戦
争
は
始
ま
っ
て
お
り
、こ
の
年
の
12
月
に
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま

し
た
。当
時
、様
々
な
物
資
が
入
手
し
に
く
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、父

は
そ
の
こ
と
を
見
越
し
て
フ
ィ
ル
ム
を
買
い
だ
め
し
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
３
年
ほ
ど
は
、撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
現
像
し
て
、写
真

を
遺
す
こ
と
も
何
と
か
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。ア
ル
バ
ム
に
集

め
ら
れ
た
写
真
の
中
の
様
子
や
出
来
事
は
、私
自
身
の
記
憶
に
は
残
っ
て
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

そ
う
し
た
写
真
の
中
に
、母
が
「
海
軍
の
お
じ
さ
ん
」と
書
き
記
し
た
男
性

が
一
緒
に
写
っ
て
い
る
も
の
が
数
葉
あ
り
ま
す
。三
歳
く
ら
い
の
私
が
鉄
棒

に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
を
、「
お
じ
さ
ん
」は
脇
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。こ
の

男
性
は
母
の
年
下
の
い
と
こ
で
、大
学
を
卒
業
し
て
海
運
会
社
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、召
集
さ
れ
て
海
軍
に
入
り
ま
し
た
。「
海
軍
の
お
じ
さ
ん
」と
母

が
コ
メ
ン
ト
し
た
の
は
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
ま
す
。偶
々
の
休
暇
が

あ
っ
て
、「
お
じ
さ
ん
」が
我
が
家
に
顔
を
出
し
て
く
れ
た
こ
と
が
メ
モ
書
き

か
ら
わ
か
り
ま
す
。

戦
後
間
も
な
い
時
期
に
、我
が
家
で
小
さ
な
葬
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
じ
さ
ん
」は
戦
艦
大
和
と
共
に
出
撃
し
た
艦
船
の
一
つ
に
乗
り
組
み
、そ

の
ま
ま
不
帰
の
人
と
な
っ
た
の
で
す
。送
ら
れ
て
き
た
骨
壺
の
中
に
は
石
こ

ろ
が
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

後
年
、私
が
母
に
終
戦
の
日
の
詔
勅
の
感
想
を
聞
い
た
と
き
に
、母
は
、私

や
弟
が
戦
争
に
行
か
な
く
て
す
む
と
思
っ
て
、ホ
ッ
と
し
た
と
言
い
ま
し
た
。

若
く
し
て
戦
死
し
た
い
と
こ
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
と
想
像

し
ま
す
。

鴨川シーワールド：幻想的な世界にワクワク (泉の家 )

●
本
年
度
の
聖
句

　

わ
た
し
は
神
が
宣
言
さ
れ
る
の
を
聞
き
ま
す
。

　

主
は
平
和
を
宣
言
さ
れ
ま
す

　

御
自
分
の
民
に
、
主
の
慈
し
み
に
生
き
る
人
々
に

　

彼
ら
が
愚
か
な
ふ
る
ま
い
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
編
85
編
９
節
）
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２
０
１
４
年　

決
算
報
告

事
業
報
告

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て

障
が
い
者
の
日
常
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
２
年

が
経
過
し
ま
し
た
。さ
ら
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
と
人
材
の
確
保
を
目
指
し
て
制
度

の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。２
０
１
４
年
度
泉
会

は
こ
う
し
た
環
境
の
中
、障
が
い
者
の
自
立
に
向

け
て
事
業
を
運
営
し
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

法
人
本
部

１　

�

２
０
１
４
年
４
月
１
日
泉
会
本
部
事
務
局

を
世
田
谷
区
砧
に
設
置
し
ま
し
た
。

２　
�

泉
会
経
営
理
念
、基
本
方
針
の
浸
透
に
向
け

新
人
研
修
を
５
月
に
、全
職
員
を
対
象
に

11
月
に
法
人
理
念
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

３　

�

法
人
の
事
業
展
開
に
応
じ
た
今
後
５
年
間

の
要
員
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

泉
の
家

１　

�

利
用
者
個
々
の
障
が
い
特
性
に
配
慮
し
、ゆ

と
り
あ
る
時
間
設
定
の
中
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

２　

�

消
防
計
画
及
び
防
災
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。年
５
回
防
災
訓
練
・
通
報
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。10
月
の
訓
練
で
は
成
城
消
防
署

か
ら
職
員
・
利
用
者
の
防
災
意
識
を
評
価

さ
れ「
優
秀
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
の
出
舎
・
就
労
日
の
出
舎
・
相
談
日
の
出
舎
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
ず
み

１　

�

２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
の
重
点
項
目
で

あ
っ
た
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
」の
建

設
が
２
０
１
５
年
１
月
無
事
竣
工
し
ま
し

た
。

２　

�

施
設
入
所
・
生
活
介
護
面
で
は
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
全
職
員
が
共
通
し
た
意
識

を
持
つ
た
め
サ
ー
ビ
ス
向
上
検
討
会
を
設

け
様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め

ま
し
た
。

３　

�

計
画
相
談
支
援
事
業
を
本
格
的
に
展
開
し

ま
し
た
。計
画
作
成
に
当
た
っ
て
は
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
計
画
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。さ

ら
に
計
画
作
成
に
加
え
、課
題
解
決
に
向
け

て
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
相
談
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
・
玉
堤
分
場

１　

�

岡
本
ホ
ー
ム
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
見
直
し
や
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

個
別
支
援
計
画
と
連
動
さ
せ
計
画
的
に
進

め
ま
し
た
。

２　

�

玉
堤
分
場
の
就
労
継
続
B
型
支
援
事
業
で

は
年
間
売
上
高
が
３
，５
０
２
，３
８
９
円

と
な
り
目
標
達
成
率
は
９
５
．４
％
で
し
た
。

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
重度身体障害者 GH 事業収益 0
経常経費寄付金収入 200,000

サービス活動収益計 (1) 200,000
費用
人件費 5,571,587
事業費 24,762
事務費 11,090,694
減価償却費 306,323

サービス活動費用計 (2) 16,993,366
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 16,793,366

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 12,280
その他のサービス活動外収益 559,245

サービス活動外収益計 (4) 571,525
費用
支払利息 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 571,525
経常増減差額 (7=3+6) △ 16,221,841

特別増減の部
収益
施設整備等寄付金収益 1,900,000
拠点区分間繰入金収益 15,200,000

特別収益計 (8) 17,100,000
費用
資産評価損 0
 0
　特別増減差額 (10=8-9) 17,100,000
当期活動収支差額 (11=7+10) 878,159

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動収支差額 (12) 34,008,079
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 34,886,238
その他の積立金取崩額 2,000,000
　施設運営費積立金取崩額 2,000,000
その他の積立金積立額 1,900,000
　施設整備積立金積立額 1,900,000
　施設運営費積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 34,986,238

科目 金額
資産の部

流動資産 358,826,566
固定資産 1,172,548,171
基本財産 657,389,108
他の固定資産 515,159,063
資産の部合計 1,531,374,737

負債の部
流動負債 89,535,866
固定負債 83,413,998
負債の部合計 172,949,864

純資産の部
基本金 167,037,230
国庫補助金等特別積立金 537,874,783
その他の積立金 186,696,148
次期繰越活動増減差額 466,816,712
純資産の部合計 1,358,424,873
負債及び純資産の部合計 1,531,374,737

科目 金額
サービス活動増減
　サービス活動収益 659,004,617
　サービス活動費用 638,171,687
　サービス活動増減差額 20,832,930
サービス活動外増減
　サービス活動外収益 5,333,662
　サービス活動外費用 1,059,000
　サービス活動外増減差額 4,274,662

経常増減差額 25,107,592
特別増減
　特別収益 28,456,000
　特別費用 26,776,001
　特別増減差額 1,679,999
当期活動増減差額 26,787,591
繰越活動増減差額
　前期繰越活動増減差額 489,929,121
　当期末繰越活動増減差額 516,716,712
　基本金取崩額 0
　その他の積立金取崩額 2,000,000
　その他の積立金積立額 51,900,000
　次期繰越活動増減差額 466,816,712

科目 金額
事業活動による収支
　事業活動収入 664,338,279
　事業活動支出 615,743,227
　事業活動資金収支差額 48,595,052
施設整備等による収支
　施設整備等収入 28,456,000
　施設整備等支出 135,961,655
　施設整備等資金収支差額 △ 107,505,655
その他の活動による収支

　その他の活動収入 2,811,364
　その他の活動支出 55,712,600
その他の活動資金収支差額 △ 52,901,236
予備費支出 0
当期資金収支差額合計 △ 111,811,839
前期末支払資金残高 405,707,892
当期末支払資金残高 293,896,053

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 5,166,574
障害福祉サービス事業収益 153,885,851
　自立支援給付費収益 87,750,038
　利用者負担金収益 407,357
　特定費用収益 2,486,582
　その他の事業収益 63,241,874
経常経費寄付金収入 159,493

サービス活動収益計 (1) 159,211,918
費用
人件費 86,981,971
事業費 13,065,163
事務費 47,036,217
就労支援事業費用 5,166,574
減価償却費 16,487,186
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 13,057,764

サービス活動費用計 (2) 155,679,347
サービス活動増減差額 (3=1-2) 3,532,571

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 1054000
受取利息配当金収益 20,984
その他のサービス活動外収益 2,549,125

サービス活動外収益計 (4) 3,624,109
費用
支払利息 1,054,000

サービス活動外費用計 (5) 1,054,000
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 2,570,109
経常増減差額 (7=3+6) 6,102,680

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 744,000

特別収益計 (8) 744,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 744,000
拠点区分間繰入金費用 0

特別費用計 (9) 744,000
特別増減差額 (10=8-9) 0

当期活動収支差額 (11=7+10) 6,102,680
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 47,418,323
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 53,521,003
次期繰越活動増減差額 3,521,003

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 4,798,734
障害福祉サービス事業収益 170,042,205
　　補助金事業収益 1,477,860
　　受託事業収益 168,242,977
　　その他の事業収益 321,368
経常経費寄付金収入 10,000
その他の収益 30,840

サービス活動収益計 (1) 174,881,779
費用
人件費 103,639,475
事業費 21,962,238
事務費 27,131,630
就労支援事業費用 5,014,864
減価償却費 287,864

サービス活動費用計 (2) 158,036,071
サービス活動増減差額 (3=1-2) 16,845,708

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 237,470
　雑収益 237,470

サービス活動外収益計 (4) 237,470
費用
その他のサービス活動外費用 5,000
　雑損失 5,000

サービス活動外費用計 (5) 5,000
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 232,470
経常増減差額 (7=3+6) 17,078,178
特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0

特別収益計 (8) 0
費用
固定資産売却損・処分損 0
拠点区分間繰入金費用 15,200,000
その他の特別損失 220,000

特別費用計 (9) 15,200,000
特別増減差額 (10=8-9) △ 15,420,000

当期活動収支差額 (11=7+10) 1,658,178
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 33,200,089
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 34,858,267
次期繰越活動増減差額 34,858,267

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
重度身体障害者 GH 事業収益 16,671,265
経常経費寄付金収入 0

サービス活動収益計 (1) 16,671,265
費用
人件費 0
事業費 2,592,574
事務費 14,037,035
就労支援事業費用 0
減価償却費 0
国庫補助金等特別積立金取崩額 0

サービス活動費用計 (2) 16,629,609
サービス活動増減差額 (3=1-2) 41,656

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 344
その他のサービス活動外収益 0
　雑収益 0

サービス活動外収益計 (4) 344
費用
支払利息 0
その他のサービス活動外費用 0
　雑損失 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 344
経常増減差額 (7=3+6) 42,000

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0
固定資産売却益 0

特別収益計 (8) 0
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0
拠点区分間繰入金費用 0

特別費用計 (9) 0
特別増減差額 (10=8-9) 0

当期活動収支差額 (11=7+10) 42,000
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 250,000
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 292,000
次期繰越活動増減差額 292,000

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 11,098,877
障害福祉サービス事業収益 296,534,884
　自立支援給付費収益 221,748,861
　利用者負担金収益 111,600
　補足給付費収益 9,947,256
　特定費用収益 23,173,167
　その他の事業収益 41,554,000
経常経費寄付金収入 553,000

サービス活動収益計 (1) 308,186,761
費用
人件費 174,658,721
事業費 41,641,302
事務費 47,512,096
就労支援事業費用 12,222,133
減価償却費 36,794,513
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 21,848,365

サービス活動費用計 (2) 290,980,400
サービス活動増減差額 (3=1-2) 17,206,361

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 89,446
その他のサービス活動外収益 810,768

サービス活動外収益計 (4) 900,214
費用
支払利息 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 900,214
経常増減差額 (7=3+6) 18,106,575

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 25,812,000
固定資産売却益 0

特別収益計 (8) 25,812,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 1
国庫補助金等特別積立金積立額 25,812,000

特別費用計 (9) 25,812,001
特別増減差額 (10=8-9) △ 1

当期活動収支差額 (11=7+10) 18,106,574
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 375,052,630
当期末繰越活動収支差額(13=11+12) 393,159,204
次期繰越活動増減差額 393,159,204

本部� （単位：円） 法人合計貸借対照表の要旨� （単位：円）法人合計事業活動計算書の要旨�（単位：円）法人合計資金収支計算書の要旨�（単位：円）

泉の家� （単位：円）岡本福祉作業ホーム� （単位：円）

グループホーム� （単位：円）
事業活動収支計算書
日の出舎� （単位：円）

泉の家 定員 現員

利用人数　
生活介護 20 名 21 名
就労移行支援 6 名 0 名
就労継続 B 型 25 名 22 名

平均工賃　 就労移行支援 0 円
就労継続 B 型 11,390 円

日の出舎 定員 現員

利用人数　
施設入所 45 名 46 名
生活介護 45 名 46 名
就労継続 B 型 20 名 23 名

平均工賃　 就労継続 B 型 29,126 円

いずみ 定員 現員
利用人数　 4 名 4 名

岡本ホーム 定員 現員

利用人数　
生活介護 24 名 28 名
就労移行支援 6 名 1 名
就労継続 B 型 10 名 9 名

平均工賃　 就労移行支援 8,769 円
就労継続 B 型 9,061 円

玉堤分場 定員 現員
利用人数　 就労移行支援 6 名 4 名

就労継続 B 型 13 名 9 名
平均工賃　 就労移行支援 14,201 円

就労継続 B 型 15,026 円

泉会事務局　〒157-0073　世田谷区砧8丁目31番3号　メゾン成城202号　TEL03（5429）6721（代）　FAX03（5429）6722
info@izumikai.jp　 http://izumikai.jp/社会福祉法人 泉会

い ず み
活動予定

行事
9/5（土）	 	施設公開～Open	the	door～

（泉の家）
9/19（土）	 	施設公開～まるごとおかもと～

（岡本ホーム）
10/8（木）	 	一泊旅行（就労日の出舎）
11/6（金）、13（金）
	 日帰り旅行（日の出舎）
11/13（金）	 	チェンバロコンサート（玉堤分

場）
11/27（金）	一泊旅行（岡本ホーム）
12/12（土）	クリスマス会（日の出舎）
12/19（土）	年納会（岡本ホーム）

販売会
9/5（土）	 	玉川福祉フェスティバル（玉堤

分場）
9/19（土）	 こひつじまつり（泉の家）
10/3（土）	 玉福まつり（岡本ホーム）
10/17（土）、18（日）
	 	尾山台フェスティバル（玉堤分

場）
10/31（土）	 	砧南小学校　みなみまつり（泉

の家・岡本ホーム）
11/4（水）	 	いきいきせたがや文化祭（泉

の家）
11/5（木）	 	いきいきせたがや文化祭（岡

本ホーム）
11/8（日）	 ハーフマラソン（泉の家）
12/6（日）	 	区民ふれあいフェスタ（岡本

ホーム）
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６
月
25
日
（
木
）と
29
日
（
月
）の
２
日

間
に
分
け
て
、２
０
１
５
年
度
新
任
職
員

研
修
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
研
修
は
全
事

業
所
の
課
長
が
出
席
す
る
「
運
営
会

議
」で
検
討
し
、理
事
長
・
常
務
理
事
・

事
務
局
長
・
施
設
長
で
構
成
す
る
「
本

部
会
議
」に
企
画
案
を
提
出
し
、決
定
・

実
施
が
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
の
目
的
は
、『
経
営
理
念
の
浸
透

野
市
に
移
動
。午
後
か
ら
⑦
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
ぞ
み
・
い
ず
み
見
学
（
小
林
課

長
補
佐
・
細
谷
世
話
人
）、日
の
出
舎
へ

移
動
し
、⑧
日
の
出
舎
見
学（
高
木
施
設

と
実
施
。求
め
ら
れ
る
職
員
像
の
具
体

的
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
』と
し
、

・�

組
織
の一
員
で
あ
る
こ
と
の
責
任
と

自
覚
、社
会
福
祉
従
事
者
と
し
て
の

基
本
的
な
姿
勢

・�

職
場
内
の
基
本
的
動
作
、仕
事
と
し

て
の
基
礎
知
識

・�

研
修
を
通
し
て
法
人
・
職
場
の
理

解
を
深
め
、連
帯
感
を
持
つ
こ
と

を
学
ぶ
よ
う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し

た
。午

前
中
は
世
田
谷
エ
リ
ア
に
て
①
就

業
規
則
・
諸
規
程
・
諸
手
続
き
の
説
明

（
鈴
木
事
務
局
長
）②
経
営
理
念
・
基

長
）⑨
報
・
連
・
相
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

関
す
る
ワ
ー
ク
（
高
橋
課
長
）⑩
規
律
・

マ
ナ
ー
の
基
礎
知
識
と
し
て
虐
待
防
止

や
権
利
の
講
義（
森
課
長
）を
一日
で
行
い

ま
し
た
。

日
常
の
業
務
か
ら
離
れ
に
く
い
状
況

か
ら
、限
ら
れ
た
時
間
で
詰
め
込
ん
だ
内

容
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
回
は
、こ

の
研
修
の
た
め
に
沢
山
の
管
理
職
の
方
々

や
先
輩
を
始
め
、法
人
全
体
で
協
力
し

合
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。も
う
ひ
と
つ
は
、

平
日
に
開
催
し
た
こ
と
で
、利
用
者
の
方

と
職
員
の
関
わ
り
を
見
学
で
き
、事
業

所
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

本
方
針（
佐
分
利
理
事
長
）③
沿
革
・
組

織
・
部
門
の
業
務
内
容
（
池
田
常
務
理

事
）④
経
営
理
念
・
組
織
に
関
し
て
の
確

認
テ
ス
ト
（
河
村
課
長
）⑤
泉
の
家
施
設

理
事
長
か
ら
『
天
職
に
つい
て
』と
『
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
』の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

い
か
に
し
て
わ
が
天
職
を
知
ら
ん
や

何
に
よ
ら
ず
手
を
つ
け
た
こ
と
は
熱

心
に
す
る
が
よ
い（
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
９

章
10
節
）

入
職
し
た
ば
か
り
で
難
し
い
問
題
に

直
面
す
る
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。こ
の
日
に
学
ん
だ
こ
と
を
少
し

思
い
出
し
て
、前
進
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。全
職
員
で
応
援
し
て
い
ま

す
。

�

（
川
島　

直
子
）

見
学（
福
田
課
長
・
上
原
課
長
）⑥
岡
本

福
祉
作
業
ホ
ー
ム
見
学
（
越
川
課
長
）⑥

玉
堤
分
場
見
学
お
よ
び
利
用
者
の
方
々

と
昼
食
（
越
川
課
長
）を
行
い
、あ
き
る

２
０
１
５
年
度

新
任
職
員
研
修

理事長より経営理念や歴史を学ぶ

ワーキングの発表を行う受講職員

岡本福祉作業ホームの就労活動風景

日の出舎の作業活動を見学

福田課長より泉の家見学案内を受ける

10年目を迎えるグループホームいずみ

グループホームのぞみの屋上にて
小林課長補佐より話を聞く

廣瀬・落合・半澤・柳田・堀江・鈴木事務局長 川島・池田常務・寺澤・奥田・堀江・小林・上原 越川課長が案内し、玉堤分場を見学
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梅
雨
空
が
ま
だ
明
け
き
ら
ぬ
７
月
４

日(

土)

に
、砧
南
中
学
校
バ
ザ
ー
と
、岡
本

民
家
園
の
七
夕
ま
つ
り
の
販
売
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

砧
南
中
学
校
バ
ザ
ー
で
は
、組
紐
に
よ
る

ミ
サ
ン
ガ
作
り
、フェル
ト
の
し
お
り
作
り

の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。体
験

教
室
は
、自
主
生
産
品
だ
け
で
は
な
く
、

販
売
会
を
魅
力
あ
る
も
の
に
で
き
な
い

か
、ま
た
、で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、４
年
前
か

ら
始
め
た
企
画
で
す
。

　

今
回
も
熱
気
の
満
ち
た
会
場
で
、夢

中
に
な
っ
て
作
っ
て
い
た
だ
き
、非
常
に
好

評
で
し
た
。

　

体
験
教
室
に
つ
い
て
は
、京
西
小
学

校
、砧
南
小
学
校
で
も
、毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
し

な
が
ら
、活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、機
会
が
あ
れ
ば
努
め
て
参
加
す
る
予

定
で
す
。�

（
金
子　

誠
）

　

日
の
出
舎
で
は
入
所
者
の
日
中
活
動

と
し
て
平
日
の
午
前
中
に
陶
芸
、絵
画

ア
ー
ト
、木
工
、学
習
、読
書
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
陶
芸
班
の
活
動
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

陶
芸
で
作
る
も
の
は
、四
季
の
季
節
に

合
っ
た
も
の
を
中
心
に
し
て
利
用
者
が

自
由
に
決
め
て
創
作
し
て
い
ま
す
。動

物
、人
形
、コッ
プ
、皿
等
、最
近
で
は
日
本

の
世
界
遺
産
オ
ブ
ジェ
な
ど
も
作
成
し
ま

し
た
。中
に
は
洗
練
さ
れ
た
プ
ロ
顔
負
け

の
作
品
を
作
る
方
も
い
て
見
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
陶
芸
窯
を
譲
り
受
け
、施

設
内
で
素
焼
き
、本
焼
き
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、日
の
出
舎
独
自
の

作
品
展
や
日
の
出
町
の
文
化
祭
、埼
玉
県

の
こ
ど
も
動
物
園
な
ど
の
展
示
会
に
出

展
し
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

創
作
活
動
を
通
し
て
利
用
者
の
自
己

実
現
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、社
会
参
加
に
な

　

私
が
G�

H
い
ず
み
に
来
る
前
は
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。よ
く
発
作
を

起
こ
し
た
り
、喘
息
を
起
こ
し
た
り
、引

き
こ
も
っ
た
り
、喧
嘩
を
し
た
り
、病
院

に
し
ょっ
ち
ゅ
う
行
っ
て
、仕
事
も
よ
く
休

ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

９
年
前
G�

H
い
ず
み
に
来
た
頃
も
発

作
を
起
こ
し
た
り
、腰
を
痛
め
た
り
、熱

を
出
し
た
り
、自
分
の
薬
の
こ
と
も
良
く

分
ら
な
か
っ
た
け
ど
、い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
お
菓
子
や
甘
い
缶
コ
ー
ヒ
ー

で
太
って
し
ま
い
ま
し
た
。お
姉
さ
ん
の
５

月
の
結
婚
式
に
着
て
行
く
服
も
入
ら
な

く
な
っ
て
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。ご
飯

を
食
べ
な
い
で
痩
せ
よ
う
と
し
た
ら「
き

ち
ん
と
食
事
を
し
て
、良
く
運
動
を
し
て

体
重
を
減
ら
す
事
。」と
管
理
人
か
ら
言

わ
れ
、朝
の
階
段
拭
き
掃
除
と
通
所
送

迎
車
に
は
１
キ
ロ
ぐ
ら
い
先
ま
で
歩
い
て

途
中
で
乗
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。よ
く
眠

れ
る
の
で
今
は
睡
眠
薬
は
飲
ん
で
い
ま
せ

ん
。こ
の
前
、担
当
の
先
生
に「
随
分
元
気

に
な
っ
て
、前
か
ら
思
う
と
す
ご
い
ね
。」

と
褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

�

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
き

た
い
で
す
。G�

H
い
ず
み
の
み
ん
な
が
応

援
し
て
く
れ
る
の
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

れ
ば
い
い
と
思
って
い
ま
す
。

�

（
小
山　

潔
）

　

分
場
で
は
月
に
１
回
、押
し
花
と
書
道

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
って
い
ま
す
。　

　

専
門
の
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。今
回

は
、書
道
の
作
品
を
尾
山
台
の
パ
イ
焼
き

茶
房
で
、７
月
の
１
カ
月
間
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
花
」「
平
和
」「
遊
」「
竹
」「
舞
」「
岩
」

「
夢
」「
龍
翔
」「
忍
」「
馬
」等・・力
強
く
、

時
に
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
書
か
れ
た
作
品
が

壁
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。ど
の

作
品
も
、利
用
者
の
、い
ま
在
る
瞬
間
の
、

活
き
活
き
し
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
、感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

�

（
半
澤　

恵
理
）

　

今
年
度
か
ら
生
活
介
護
の
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
時
に
始
ま
っ
た「
サ
イ
コ
ロ
ト
ー

ク
」が
、利
用
者
の
皆
様
に
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

振
っ
て
出
た
サ
イ
コ
ロ
の
目
に
書
い
て

あ
る
お
題
に
沿
っ
て
、利
用
者
が
話
を
進

め
て
い
く
や
り
方
で
、サ
イ
コ
ロ
に
は「
お

す
す
め
グ
ル
メ
」「
昨
日
の
夕
ご
飯
」「
最

近
気
に
な
っ
て
い
る
事
」な
ど
様
々
な
お

題
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
が
す
ぐ
に
思
い
つ
か
な
い
時
も
あ

り
ま
す
が
、自
分
が
知
って
い
る
事
や
思
っ

て
い
る
事
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会

で
あ
り
、相
手
を
知
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。毎
日
皆
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

�

（
陶
山　

智
憲
）

泉
の
家
だ
よ
り

販
売
会
に
参
加
し
て

日
の
出
舎
だ
よ
り

陶
芸
の
活
動

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

い
ず
み
だ
よ
り

「
私
の
健
康
」�

鈴
木
　
由
夏
さ
ん

玉
堤
分
場
だ
よ
り

『
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
書
道
展
へ
』

岡
本
ホ
ー
ム
だ
よ
り

「
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
」

一緒に作ってみませんか？

何が出るかな♪何が出るかな♬

製作された作品たち
「海の音」練習しています

書道展にて大井先生を囲んで

5kgやせました
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あ
っ
て
泉
会

　

私
が
日
の
出
舎
で
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
と

称
し
て
運
動
指
導
に
携
わ
る
こ
と
約
13

年
間
、
２
０
０
２
年
９
月
が
始
ま
り
の

時
で
し
た
。

　

自
由
が
利
か
な
い
体
で
運
動
を
楽
し

む
た
め
の
指
導
に
つ
い
て
、
健
常
者
の

私
が
考
え
た
時
、
初
め
は
リ
ハ
ビ
リ
的

な
要
素
が
た
く
さ
ん
で
し
た
。
言
葉
で

は
一
言
「
障
が
い
」
で
す
が
、
十
人
い

れ
ば
十
通
り
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
抱
え

て
い
る
事
が
違
い
ま
し
た
。
機
能
改
善

的
な
が
ん
ば
る
運
動
が
好
き
な
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
楽
し
い
か
と

言
っ
た
ら
そ
う
で
は
な
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
し
た
。
研
修
を
受
け
て
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
ほ
ど
運
動
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
動
き
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
が
多
く
、
知
識
は
増
え
ま
し
た

不
思
議
で
す
が
、
同
じ
事
を
考
え
て
研

究
し
て
い
る
先
生
方
と
巡
り
合
い
ま
し

た
。
痛
み
や
麻
痺
で
緊
張
し
て
い
る
筋

肉
の
力
を
弛
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽
に
合
わ

せ
て
静
か
に
呼
吸
し
、
呼
吸
に
合
わ
せ

て
動
き
、
動
か
な
い
と
こ
ろ
も
そ
っ
と

揺
す
る
程
度
で
も
動
か
し
て
あ
げ
る

と
、
少
し
ず
つ
体
液
が
巡
り
始
め
軽
く

な
り
気
持
ち
良
く
な
る
。
快
感
覚
は
嬉

し
く
自
然
と
笑
顔
が
で
き
脳
か
ら
ド
ー

パ
ミ
ン
が
出
る
、
運
動
の
賜
物
で
す
。

　

日
の
出
舎
で
気
づ
い
た
事
が
私
の
指

導
の
原
点
に
な
り
、
呼
吸
と
姿
勢
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
研
修
し

指
導
も
続
け
ま
す
。
最
近
日
の
出
舎
で

は
、
す
ご
く
元
気
が
出
て
き
た
の
で
、

A

K

B

48
や
可
愛
い
ボ
ー
ル
の
パ
ス

キ
ャ
ッ
チ
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

13
年
分
の
試
行
錯
誤
と
挑
戦
、
失
敗

と
反
省
、
成
功
と
う
れ
し
涙
が
あ
り
ま

す
。
指
導
者
と
し
て
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
私
で
す
、
山
盛
り
の
感
謝
の
言
葉

で
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
。」

が
運
動
の
持
つ
一
番
大
切
な
要
素
、
快

感
覚
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
置
き
去
り

で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
こ
一
番
の
勇

気
を
出
し
て
、
参
加
者
皆
さ
ん
に
質
問

を
始
め
ま
し
た
。
動
き
に
対
す
る
気
持

ち
や
、
何
故
運
動
を
す
る
の
か
等
、
体

の
状
態
ま
で
教
え
て
下
さ
っ
た
方
も
い

ま
し
た
。
私
に
は
実
感
で
き
な
い
け
れ

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
象
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
運
動
の
持
つ
意
義
や
目
標
へ

の
見
方
が
変
わ
り
、
た
く
さ
ん
動
く
こ

と
が
で
き
な
く
て
も
何
か
し
ら
効
果
が

あ
る
運
動
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
呼
吸
こ
そ
生
き
て
い
る
限
り
続

く
運
動
で
、
少
し
し
か
動
け
な
く
て
も

呼
吸
を
有
効
に
す
れ
ば
何
と
か
な
り
そ

う
だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
だ
、

も
っ
と
し
っ
か
り
息
を
し
て
も
ら
お

う
、
で
き
る
だ
け
呼
吸
し
や
す
い
体
勢

を
と
る
こ
と
を
自
ら
見
つ
け
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
み
よ
う
。
そ
の
後
ど
ん

な
人
に
も
呼
吸
と
姿
勢
が
大
事
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
研
修
会

で
い
つ
も
と
は
違
う
メ
ニ
ュ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
け
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

勅
使
河
原
　
麻
美

講
師

「
日
の
出
舎
で
見
つ
け
た

大
切
な
こ
と
」

後半のそれぞれの歩みに期待し、泉会の『いま』を次号でお伝えします。
信頼、希望、愛の香りを放つ号となりますように。� 玉堤分場担当編 集 後 記


